
平
成
四
年
十
一
月
二
十
日
、
文
化
財
保
護
審
議
会
は
、
白
蓮
阿
闇
梨
日
興
上
人
の
執
筆
に
よ
る
「
宗
祖
御
遷
化
記
録
」
一
巻
（
静
岡
県

富
士
郡
芝
川
町
西
山
、
富
士
山
本
門
寺
所
蔵
）
を
国
の
重
要
文
化
財
と
し
て
古
文
書
の
部
に
答
申
し
、
本
書
を
新
指
定
の
重
文
と
し
て
公

日
興
上
人
は
、
日
蓮
聖
人
の
本
弟
子
（
六
老
僧
）
中
、
上
足
第
三
に
列
し
、
師
聖
人
の
右
筆
を
勤
め
る
な
ど
し
て
常
随
給
仕
の
誠
を
捧

げ
、
多
く
の
弟
子
檀
越
を
教
化
養
育
し
、
北
山
重
須
の
地
に
重
須
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
初
期
日
蓮
教
団
の
子
弟
教
育
に
逸
速
く
携
わ
っ

（
１
）

た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
「
本
尊
分
与
帳
」
に
も
見
ら
れ
る
如
く
、
多
く
の
弟
子
分
を
抱
え
て
、
初
期
日
蓮
教
団
の
統
率

富
士
の
日
興
上
人
と
い
え
ば
、
即
座
に
日
蓮
宗
門
は
、
日
蓮
宗
の
異
端
僧
と
見
、
身
延
派
か
ら
は
、
逸
速
く
離
脱
独
立
し
、
勝
劣
の
別

派
を
構
え
て
違
流
の
教
義
を
樹
立
し
た
富
士
門
流
の
祖
と
し
て
、
日
蓮
宗
門
下
か
ら
は
除
外
視
さ
れ
、
六
老
僧
中
に
於
い
て
も
別
扱
い
さ

れ
て
き
た
嫌
い
が
あ
る
。
殊
に
今
日
で
は
マ
ス
コ
ミ
を
賑
わ
す
日
蓮
正
宗
大
石
寺
と
、
創
価
学
会
と
い
う
強
烈
な
教
団
イ
メ
ー
ジ
が
、
日

興
上
人
の
周
辺
を
覆
い
包
み
こ
ん
で
し
ま
い
、
日
興
上
人
研
究
の
真
相
を
究
明
す
る
上
に
、
益
々
大
き
な
障
害
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
っ

に
認
可
し
た
。

て
き
て
い
る
感
が
あ
る
。

哩
退
一

言
と
血
脈

ｌ
「
宗
祖
御
遷
化
記
録
」
の
遺
言
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ

遺
言
と
血
脈
（
本
間
）

本
間
裕
史

(I85)



（
３
）

「
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
「
興
尊
全
集
興
門
集
」
に
よ
れ
ば
、
東
京
池
上
本
門
寺
に
も
正
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
旨
の
記
赦
が
あ

り
、
本
書
で
は
む
し
ろ
、
池
上
本
に
よ
っ
て
「
御
遷
化
記
録
」
を
紹
介
し
、
西
山
本
門
寺
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
、
頭
注
で
校
合
・
加
筆
を

試
み
、
い
わ
ば
、
池
上
本
を
正
本
扱
い
と
し
、
西
山
本
は
正
本
の
臨
写
本
を
元
に
し
て
参
照
程
度
の
扱
い
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
、
西
山
本
が
国
の
重
文
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
立
場
は
全
く
逆
転
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
伴
っ

て
、
宗
門
史
上
重
大
な
相
違
点
と
疑
義
を
、
こ
こ
に
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）

つ
ま
り
、
そ
の
一
つ
は
、
今
ま
で
池
上
本
に
よ
っ
て
「
身
延
山
久
遠
寺
番
帳
事
」
の
記
述
部
分
を
、
「
久
遠
寺
輪
番
帳
」
と
一
般
に
呼

称
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
西
山
本
に
は
「
墓
所
可
守
番
帳
事
」
と
の
み
あ
っ
て
、
「
身
延
山
久
遠
寺
」
の
文
字
は
存
在
し
な
い
の
で

あ
る
。
弘
安
六
年
の
正
月
の
頃
に
、
果
た
し
て
既
に
身
延
山
久
遠
寺
と
い
う
寺
山
号
が
公
称
さ
れ
て
い
た
も
の
か
、
は
な
は
だ
疑
問
が
残

「
宗
祖
御
遷
化
記
録
』
（
以
下
「
御
遷
化
記
録
」
と
略
称
）
第
五
紙
の
「
墓
所
可
守
番
帳
事
」
に
は
、
六
老
僧
の
外
に
十
二
名
の
高
弟

が
、
毎
月
の
輪
番
担
当
者
に
配
当
さ
れ
る
中
、
日
興
上
人
の
弟
子
分
に
当
た
る
も
の
が
九
名
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。
日
興
上
人
の
出
自
が

山
梨
鰍
沢
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
富
士
、
身
延
は
、
日
興
上
人
の
布
教
の
拠
点
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
「
御
遷
化
記
録
」
は
、
日
興
上
人
の
手
に
よ
っ
て
同
様
の
も
の
が
六
通
作
成
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
文
面
に
は
、
「
此
状
六

人
面
々
可
帯
云
々
日
興
一
筆
也
」
と
あ
っ
て
、
六
老
僧
が
そ
れ
ぞ
れ
に
、
大
事
な
約
束
事
の
証
文
と
し
て
一
通
ず
つ
持
ち
帰
り
、
大
切

に
保
管
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
各
紙
の
裏
継
ぎ
目
ご
と
に
、
日
昭
上
人
、
日
朗
上
人
、
日
興
上
人
、
日
持
上
人
の
連
名
花
押
が
そ

れ
ぞ
れ
に
付
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
見
れ
ば
、
六
老
僧
が
こ
の
「
御
遷
化
記
録
」
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、
相
当
綿
密
に
対
処
さ
れ
て

に
尽
津
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

（
２
）

い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。

遺
言
と
血
脈
（
本
間
）

(186)



（
５
）

る
。
ま
た
、
池
上
本
と
西
山
本
と
を
並
置
し
て
比
較
検
討
を
試
み
た
場
合
、
ど
う
も
、
同
じ
日
興
上
人
の
執
筆
と
は
思
い
が
た
い
節
も
見

受
け
ら
れ
る
。
特
に
際
立
っ
た
相
違
点
を
列
挙
す
れ
ば
、
「
佐
渡
公
」
と
「
佐
土
公
」
、
「
弘
安
六
年
」
の
「
弘
」
と
「
安
」
と
「
年
」
の

（
６
）

文
字
、
「
日
興
」
の
「
興
」
の
文
字
の
運
筆
の
相
違
点
な
ど
、
全
体
と
し
て
疑
問
が
多
い
。

「
佐
渡
公
」
の
「
渡
」
と
「
土
」
と
は
通
音
で
あ
る
。
西
山
本
の
「
佐
土
鳩
」
の
表
記
も
、
日
向
上
人
の
「
佐
土
公
」
の
公
名
も
四
か

所
の
全
て
が
王
」
と
記
述
さ
れ
て
い
壷
本
来
「
渡
」
と
書
く
べ
き
字
も
、
西
山
本
で
は
全
て
「
土
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

草
案
と
見
な
さ
れ
て
い
る
池
上
本
に
限
っ
て
、
な
ぜ
画
数
の
多
い
「
渡
」
の
字
を
敢
え
て
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
池
上
本
を
草
案
と

見
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
わ
ざ
わ
ざ
四
老
僧
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
の
か
。
是
は
単
な
る
権
威
付
け
の
た
め
か
、
あ
る
い
は
故

意
に
信
憩
性
を
標
傍
せ
ん
が
為
の
偽
作
な
の
か
。
そ
の
他
に
、
「
定
」
「
阿
闇
梨
」
「
公
」
「
月
」
等
の
字
体
や
運
筆
の
違
い
が
顕
著
に
見
ら

れ
る
。
池
上
本
は
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
西
山
本
の
よ
う
な
筆
致
、
筆
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
。（

８
）

二
つ
に
は
、
西
山
本
に
は
存
在
し
な
い
が
、
池
上
に
伝
わ
る
日
興
上
人
筆
の
「
御
遺
物
配
分
事
」
の
最
終
の
一
葉
は
、
一
目
瞭
然
で
池

（
９
）

上
本
の
「
久
遠
寺
輪
番
帳
」
と
同
一
人
の
筆
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。

そ
こ
で
、
更
に
踏
み
込
ん
で
、
池
上
に
伝
わ
る
「
御
遺
物
配
分
事
」
の
記
述
内
容
（
注
法
華
経
を
日
昭
上
人
に
、
釈
迦
立
像
の
宗
祖
随

身
仏
一
体
は
日
朗
上
人
に
そ
れ
ぞ
れ
分
配
す
る
旨
の
記
載
）
と
、
「
御
遷
化
記
録
」
の
第
四
紙
に
明
記
さ
れ
た
日
蓮
聖
人
の
御
遺
言
（
釈

迦
立
像
は
墓
所
の
傍
ら
に
安
置
し
、
注
法
華
経
も
墓
所
の
寺
に
一
括
し
て
置
き
、
み
ん
な
が
登
山
の
折
い
つ
で
も
披
見
で
き
る
旨
の
記
載
）

と
の
決
定
的
な
差
異
を
如
何
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
も
の
か
、
大
き
な
疑
点
で
あ
る
。

も
し
、
池
上
本
の
「
御
遷
化
記
録
」
も
「
御
遺
物
配
分
事
」
も
、
共
に
日
興
上
人
の
真
筆
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
御
遷
化
記
録
」
の
御

遺
言
は
一
体
ど
う
な
る
の
か
、
こ
の
矛
盾
を
如
何
に
解
釈
し
た
ら
よ
い
も
の
か
。
し
か
も
、
弘
安
五
年
十
月
十
六
日
付
け
の
師
聖
人
の
御

体
ど
う
な
る
の
か
、

通
言
と
血
脈
（
本
間
）

(I87)



日
興
上
人
は
、
取
り
分
け
師
弟
子
の
関
係
を
し
っ
か
り
と
糺
す
こ
と
が
成
仏
へ
の
道
で
あ
る
と
し
て
「
師
弟
子
の
法
門
」
を
強
調
し
て

（
脆
）

檀
越
の
教
化
に
当
た
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
聖
人
の
法
門
に
傷
を
付
け
る
」
こ
と
を
最
も
恐
れ
た
日
興
上
人
は
、
常
に
師
弟
子
の
関
係

を
念
頭
に
置
い
て
厳
し
く
門
弟
を
教
誠
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
日
興
上
人
の
布
教
姿
勢
を
通
し
て
、
「
本
尊
分
与
帳
」
に
み
ら
れ
る
如
く
、

師
弟
子
の
関
係
が
先
ず
明
か
さ
れ
て
お
り
、
正
法
護
持
者
と
し
て
の
厳
し
く
も
真
華
な
布
教
態
度
と
、
師
聖
人
へ
の
直
参
の
思
い
を
も
窺

池
上
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
日
興
上
人
筆
の
こ
れ
ら
二
葉
の
存
在
は
、
宗
門
史
上
、
五
・
一
相
対
に
見
ら
れ
る
二
大
勢
力
の
権
威
付
け
、

正
当
性
・
正
嫡
性
の
標
傍
と
も
解
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
富
士
方
の
日
興
上
人
に
仮
託
し
て
、
池
上
を
中
心
と
す
る
昭
師
、
朗
師
等
五
師
の

鎌
倉
方
へ
の
宗
祖
御
遺
物
配
分
は
、
如
何
に
も
好
都
合
な
第
一
級
資
料
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
。
宮
崎
英
修
著
「
日
蓮
聖
人
の
お
弟
子
た

（
肌
）

ち
」
（
さ
だ
る
ま
新
書
）
に
も
こ
れ
を
引
用
し
、
昭
・
朗
二
師
の
教
団
に
お
け
る
正
嫡
を
強
調
し
て
い
る
。

日
蓮
聖
人
滅
後
、
日
興
上
人
は
、
少
な
く
と
も
三
年
間
は
身
延
沢
に
お
い
て
輪
番
制
を
継
続
さ
せ
、
輪
番
制
が
乱
れ
て
か
ら
も
身
延
の

墓
所
を
守
っ
て
、
七
年
間
は
護
持
給
仕
に
勤
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
日
興
上
人
は
、
佐
渡
配
流
中
の
日
蓮
聖
人
に
常
随
給
仕
し
、
上
行
自

覚
の
境
地
に
立
た
れ
た
聖
人
の
苦
悩
と
そ
の
生
き
様
を
目
の
当
た
り
に
し
た
弟
子
で
あ
る
。
師
聖
人
の
御
遺
言
に
背
く
よ
う
な
日
興
上
人

と
も
か
く
、
西
山
本
門
寺
所
蔵
本
の
「
御
遷
化
記
録
」
が
国
の
重
文
に
指
定
さ
れ
た
今
日
、
池
上
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
日
興
上
人
筆
と

さ
れ
る
二
点
の
宝
物
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
疑
点
を
は
ら
む
結
果
と
な
っ
た
。

遺
言
に
従
っ
た
申
し
合
わ
せ
事
項
は
、
わ
ず
か
数
日
を
経
ず
し
て
急
速
変
更
さ
れ
、
文
面
通
り
そ
れ
ぞ
れ
の
弟
子
達
に
配
分
さ
れ
た
の
で

（
、
）

あ
ろ
う
か
。

で
は
決
し
て
な
い
は
ず
で
あ
る
。

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

遺
言
と
血
脈
（
本
間
）

(J88)



い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
蓮
聖
人
の
御
遷
化
の
記
録
を
日
興
上
人
が
執
筆
し
、
ま
と
め
上
げ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
師
聖
人
の
示
寂
の

現
場
を
目
の
当
た
り
に
直
面
し
た
悲
嘆
の
直
中
に
あ
っ
て
、
日
興
上
人
が
そ
の
時
に
筆
を
執
り
、
正
確
に
丹
念
に
記
録
と
し
て
葬
送
の
次

第
を
後
世
に
伝
え
残
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
御
遷
化
記
録
」
の
重
文
指
定
を
契
機
と
し
て
、
六
老
僧
中
に
お
け
る
日
興
上
人
の
立
場
を
、
学
問
的
に
真
塾
な
立
場
か
ら
も
う

一
度
再
認
識
し
て
頂
き
、
宗
祖
滅
後
の
教
団
の
維
持
結
束
と
、
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
て
日
興
上
人
が
如
何
に
心
血
を
傾
注
さ
れ
て
き
た

の
か
を
想
起
し
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
日
興
上
人
は
、
決
し
て
師
聖
人
の
教
え
に
背
い
て
ま
で
、
身
延
を
捨
て
て
決
別
し
、
富
士
に

移
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
日
興
上
人
に
と
っ
て
の
身
延
の
七
年
間
は
、
師
の
墓
前
へ
の
給
仕
第
一
の
励
行
と
、
偉
大
な
法
華
経
の

行
者
日
蓮
へ
の
追
慕
と
、
報
恩
謝
徳
の
回
向
に
専
ら
費
や
さ
れ
た
こ
と
と
拝
察
す
る
。
そ
う
し
た
身
延
の
生
活
を
通
し
て
、
日
興
上
人
に

は
、
師
聖
人
に
よ
っ
て
開
示
さ
れ
た
三
大
秘
法
を
、
如
何
に
具
現
化
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
当
面
す
る
課
題
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

熟
慮
の
末
、
日
興
上
人
は
、
妙
法
広
布
の
大
願
を
胸
に
堅
く
秘
め
て
身
延
出
立
を
断
行
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
小
論
は
、
去
る
平
成
十
一
年
度
に
、
身
延
山
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
日
蓮
宗
教
学
発
表
大
会
の
骨
子
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
「
日
蓮
教
学
の
諸
問
題
」
（
浅
井
園
道
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
）
所
収
弓
日
蓮
聖
人
御
遷
化
記
録
」
考
」
と
題
し
て
、
こ
れ

ら
の
課
題
に
つ
い
て
も
少
々
言
及
し
て
お
い
た
。

〔
注
〕

（
１
）
『
日
蓮
宗
宗
学
全
瞥
」
第
二
巻
「
興
尊
全
集
興
門
集
」
二
二
’
二
八
頁
。

遺
言
と
血
脈
（
本
間
）

(ノ89）
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資
料
１
参
照
。
第
一
紙
か
ら
第
五
紙
に
至
る
継
ぎ
目
ご
と
に
、
四
老
僧
の
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
瞥
一
○
一
’
一
○
七
頁
。

資
料
２
参
照
。
要
法
寺
日
辰
（
一
五
○
八
’
七
六
）
の
写
本
「
与
波
木
井
実
長
書
」
に
「
久
遠
寺
之
院
主
」
の
文
字
が
見
え
る
。
前
掲
書
一
六
九

頁
、
「
日
興
上
人
全
集
』
（
興
風
談
所
発
行
）
三
五
○
頁
所
収
。

「
日
興
上
人
全
集
」
三
七
’
二
九
頁
頭
注
参
照
。

「
御
遷
化
記
録
」
の
第
四
紙
と
第
五
紙
と
の
継
ぎ
目
裏
判
に
「
佐
土
公
」
の
文
字
が
あ
る
。

前
掲
宗
学
全
書
一
○
七
’
二
○
頁
。

前
掲
書
一
○
六
頁
。

資
料
２
往
見
。

「
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
七
巻
兜
木
正
亨
注
法
華
経
の
解
説
二
五
四
頁
。

『
日
蓮
聖
人
の
お
弟
子
た
ち
』
宮
崎
英
修
二
七
’
二
八
頁
。

「
報
佐
渡
国
講
衆
書
」
前
掲
宗
学
全
書
一
七
九
頁
。

遺
言
と
血
脈
（
本
間
）

(J90)
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(2紙表）(3紙表）
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７
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ｋ
鍼
ｖ
爺
卵
郷
訣
嘘
釘
斗
止

《
；

塁
火
↑
〒
号
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、
一
心
ｌ
循
彼
噛
人

次
冬
漁
尺
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ｆ
厳
と
ｌ
蝿
幅
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次
捲
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戎
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ん
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冷
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向
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日
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例
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畷
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ユ
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件
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文
札
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画
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や
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の
像
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衣
庁
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(5紙表） (4紙表）

醗
詮
雛
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雪
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一
今
可
’
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『

畔
側
羅
暑
野
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寸
典
五
，
－

厳
Ｚ
“
鐸
獅
牌
必

月
施
ｆ
遷
寄
で
一
入
ｆ
藍
暑
吋

寸
Ｉ
鍬
噸
峰
へ
Ｉ
Ｉ
ｋ
凶
左
錘
一
唾
＆
〃
４
上
抽
Ｔ
心
泌
ジ
ー
”
、
都
．

刺
胞
俳
峨
下
、
房
応
・
例
叶
，

濡
菩
‐
有
ず
す
豊
恥
蜘
鋤
鋤
寓
詮
嘩

次
享
暑
篭
γ
ｉ

↑
胃
八
〆
載
り
脇
士

一
育
川
久
個
な
幻
峯

、
●
－
１
”
蛾
し

毎
Ｎ
（
岬
・
災
７
４
偽

危

暑
月
ぷ
蓼
勧
坐

”／

青
〃
Ⅷ
細
榊
哩

七
日
〃
”
群
砧
八
畔

八
月
〃
峰
他
榔
い
略

乙
月
呵
６
組
影
制
禦

十
月
郷
脾
改

十
言
〃
暁
と
息

＃
＃
か
漁
１

Ⅱ
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弓
堕
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弓
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島
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秋
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製
典
佼
玲
と
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、
３
心
冷
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切
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。
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人
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寸
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、
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篭
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号
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畢
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喚
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